
新し い年を迎えて 
 

会 ⻑   坂 口 逸 子 

令和 4 年の新春を迎え、皆様方の変わら ぬご理解・ ご協力に心より

感謝致し ます。 昨年も 私達の暮ら し はコ ロナに翻弄さ れボラ ンティ

ア活動においては緊急事態宣言発出が繰り 返さ れ、 人が一堂に会す

る機会の縮小・ 中止を余儀なく さ れまし た。 し かし ふれあいや助け

合い活動のでき ない中、 人と 人のつながり を 途切れさ せないよう に   

と 知恵を 出し 合い、 工夫を凝ら し てコ ロ ナ禍でも でき る 活動を進めてき まし た。 その結果

ボラ ンティ アの重要性、 支え合いの必要性を再確認し まし た。 コ

ロナ感染はまだなお収束には至っ ていませんが感染対策の徹底を

図り 、希望を も っ てボラ ンティ ア活動に取り 組んでいき まし ょ う 。

今年はコ ロナ時代を 見据え、 世代を 超えてボラ ンティ アが元気で

楽し く 活動でき る場の工夫や施策を 探っ ていき たいと 思います。

明 V 連発展のためご協力の程どう ぞ宜し く お願い致し ます。  

 

 

明石市社会福祉協議会 理事⻑  野 村  信 一 

新年あけまし ておめでと う ございます。  

ボラ ンティ ア連絡会の皆様におかれまし ては、 昨年も 収束が見え  

ないコ ロナ禍にあり ながら 地域の中で支援を必要と さ れる方や居場

所を 求める方を 思い、 活動の再開、 継続に努めら れまし た事に心よ

り 敬意と 感謝の意を 表し ます。 本年 4 月よ

り 、明石市社会福祉協議会第 3 次地域福祉活動計画がスタ ート し ま

す。誰も が安心し て暮ら せる 地域づく り に向けて、ボラ ンティ アの

皆様に寄り 添い手を 携えながら 地域福祉の一層の充実に取り 組ん

でまいり ます。 本年も どう ぞ宜し く お願い致し ます。  

新 し  い 年 を 迎 え て 
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★藤江小校区 令和3年11月6日（土） 場所：藤江小コミセン（参加者 24名）今回は、

「コロナ禍での防災を考える」をテーマに基調講演として兵

庫県社協の永坂さんが、東日本震災から自ら得たデータを含

めながら、藤江地区での防災について時々ユーモア交えなが

ら話されました。その後のディスカッションではこの地区で

の避難場所や避難方法について話し合われ、最終的にはこん

な時だからこそ、小さな繋がりが大切であり、ボランティア

活動をされている方々の協力が必要であると参加者全員が確認し合って閉会いたしました。

★和坂小校区 令和3年11月20日（土） 西明石町公民館において「ボランティア活動を

しながら知識を広めよう」をテーマにボランティア交流会が

開催された。明石市ＳＤＧs推進室の高橋 朗さんを講師に

「誰もが持っている多様な性の講座」を受講した。❶自分の

性別❷周りの人の性別❸好きになる性別⇒❹ＳＯＧＩＥ※な
・

ど、性の多様性を表していると分かりやすく説明いただいた。

緊急事態宣言解除後だが、マスク着用、検温、手指消毒、机

椅子の消毒をし、更に三密を避けるため各グループ原則１名の参加での開催となった。

★山手小校区 令和3年10月17日（日）実施。テーマ〝山手

を歩いて災いに備えよう！″目標は、風水害・地震・夜間・

子供安全などに対しての危険個所を洗い出し、その結果を

「まち協」に報告し対策を求める。総勢44名がA・B・Cの各

コースが選び、2グループに分けて時間差で出発。Cコースの

方の話では、狭い道で溝蓋のない側溝や崩れた側溝、背より

も高いブロック塀などもあり、痛ましい事故を未然に防ぐ為にも安全対策が必要だと実感

し、防災意識をもって地元を見つめた今回の取り組みは大変有意義だったとの事だった。

★魚住東中校区 令和3年11月13日（土） 魚住市民センターにて「コロナ禍でのつなが

り作り～認知症 他人事から我ことへ～」のテーマで、兵庫

県社協の永坂さんにお話をしていただきました。認知症に関

しての予防、治療、ケア、関わり方等の学びは多様です。認

知症の方が安心して暮らせる地域づくりの担い手はだれか、

まだまだ他人ごとと思っていてもいずれは、だれでも年齢を

重ねていくと通る道です。自分の事として、考えて行かねば

と思えるお話し合いでした。

コロナ禍に負けずに校区ボランティア交流会

※： Ｓ Ｏ Ｇ Ｉ Ｅ は、 明石市HPのURLを参照⇒ht t ps: //www. ci t y. akashi . l g. j p/sei saku/sdgs/l gbt qsogi eki so. html

https://www.city.akashi.lg.jp/seisaku/sdgs/lgbtqsogiekiso.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石市社会福祉協議会からのお知らせ 

【申込み・問合せ】明石市社会福祉協議会 地域支援課 地域福祉係（明石市ボランティアセンター） 
明石市貴崎１丁目５番 13 号 市立総合福祉センター内 

電話：078(924)9105 FAX：078(924)9109 

令和 4年度のボランティア活動保険のご案内 
次年度のボランティア保険加入受付は 2022 年 3 月からスタートです！ 

 

 

基 本 プ ラ ン  350 円～ 

天災・地震補償プラン  500 円～ 
 
※２０２1 年度実績 

保険掛金は変動する場合があります。 
 

市民活動災害共済プラン  500 円～ 

 
天 災危 険補 償プラ ン  600 円～ 
 

 

※土日祝、年末年始除く 
8：55～17：40 

 

 

（業務時間） 
 

 

加入手続きの流れ ボランティア保険は あります 

① パンフレットの申込書に必要事項を記入 
② 明石市社会福祉協議会の窓口に来所（住所は下記に記載） 
③ 窓口で保険料をお支払い 
④ 市社協が受付印、受領印押印 
⑤ 加入者様控えを受け取る 

★持ち物  

申込書・保険料 

【法人の場合】… 法人印必須 
 
◇その他、ボランティア行事用 
保険などもあります。 

 
☆お知らせ☆ 

 
兵庫県ボランティ
ア市民活動災害共
済のみ、ふれあい
プラザ あかし西
の３階ボランティ
ア活動室でも 
３月２２日（火） 
３月２４日（木） 
に臨時受付窓口を
設置します。 

令和 4 年度分は３月１日以降お渡し予定です。パンフレットは明石市社会福祉協議会にございます。 

 

【編集後記】 

最近はワンパターンになっていたパソコン操作でしたが、今年度広報のお仕事で明 

Ｖ連だより制作に携わったことで、文面や紙面の構成だけでなく、写真やタイトル周り

のデザインの挿入等がレベルアップしたように思います。未だ思うように仕上げるの

は時間もかかりますが大変面白い体験をさせて頂いています。 広報部 櫻江由紀子 


